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１． はじめに 

ネットワークを利用して政府，企業，個人による一連の電子商取引
（広報，購買，決済サービスなど）が行われている． サイバースペー
スでの商取引では，取引参加者が不特定多数であるために，信用度
が高く購入者の要求に適合する最適な取引相手を選定することが重
要である．ソフトウェアエージェントは，利用者による商品購入の要求
使用の取得，取引相手や商品の選定，交渉，購入決定などの処理
を代行するプログラムであり，取引トランザクションの処理時間を減少
させる効果がある．本研究では，買い手参加者の移動エージェントが
ネットワーク上を移動しながら売り手参加者のエージェントと協調して,
信用度条件と購入要求条件に基づくマッチメイキングによって取引相
手の選定を行う電子商取引システムを構築した．この際，取引操作
を行うGUIを作成し，評価を実験によって行った． 

２． システムの構成と処理フロー 

 取引フローを代行するエージェントプログラムを移動エージェントプ
ラットフォームMIPLACE上で構築した． 

２．１ システム構成 

ステーショナリ－ステーショナリ－ステーショナリ－ステーショナリ－
エージェントエージェントエージェントエージェント

ネットワーク

移動移動移動移動
エージェントエージェントエージェントエージェント

参加者Ａプレース参加者Ａプレース参加者Ａプレース参加者Ａプレース

参加者Ｂプレース参加者Ｃプレース

取引条件
DB

結果を通知

メッセージ交換：

•取引条件の取得

•信用度の取得

・信用度条件
・購入要求用件

•信用度による売り手の選定
•適合性値の計算

ステーショナリ－ステーショナリ－ステーショナリ－ステーショナリ－
エージェントエージェントエージェントエージェント

ステーショナリ－ステーショナリ－ステーショナリ－ステーショナリ－
エージェントエージェントエージェントエージェント

移動移動移動移動
エージェントエージェントエージェントエージェント

移動移動移動移動
エージェントエージェントエージェントエージェント

移動移動移動移動
エージェントエージェントエージェントエージェント

Web
ブラウザ

取引条件
DB

信用度
DB

信用度
DB

信用度
DB

取引条件
DB

参加者D
プレース

参加者N
プレース

取引条件の登録取引条件の登録

購入条件の入力

図１．　取引相手の選定システムの構成  

移動エージェントによる取引相手と商品の選定を行う電子商取引
システムのシステム構成を図１に示す．図１のシステムは，取引参加
者の個別の取引実行環境で，エージェントプログラムを起動して取引
を行う MAgNET システム[1]を参考に構築した．ユーザ登録された取
引参加者の個別の実行環境をプレースとする．各参加者のプレース
は，移動エージェントとステーショナリエージェント，また取引条件と信 

用度のＤＢによって構成される．移動エージェントは各参加者のプレ
ースに移動し，取引条件を取得して取引相手の選定を行う．ステーシ
ョナリエージェントは，買い手参加者が購入を行う際の要求条件値の
取得と取引条件データと信用度データの更新を行う． 

２．２ 処理フロー 

 図２に取引相手と商品の選定システムの処理フローを示す．移動
エージェントは，売り手プレースを移動し取引データを取得する．そし
て取引参加者の信用度から取引相手の選定を行い，さらに買い手
の購入要求条件に対する売り手の取引条件のマッチメイキングを行
う． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． マッチメイキング 

 マッチメイキングとは，買い手参加者の購入要求条件に沿う売り手
参加者の取引条件を買い手に通知するための仲介である．移動エ
ージェントが買い手の購入要求条件に対する売り手の取引条件の適
合性値を算出する． 

３．１ 購入要求条件と取引条件 

 購入要求の条件を表す項目は，品質レベル（製品の品質を％で示
す），価格，数量とともに，配送時間，支払い方法，配送手段から構
成される．取引条件も購入要求条件と同様に６つの取引条件項目で
構成される．また購入要求条件では，どれほどその要求値を重視す
るかを示す重要度と，各要求値に対して設定した最大値と最小値よ
りも値が大きくなる方がより良い，小さくなる方がより良い，最小値と
最大値の範囲内が良いといった優先度を要求条件項目別にそれぞ
れ設定する． 

３．２ 適合性値の計算 

 移動エージェントは，買い手から購入要求条件を受け取ると，
最初に各要求項目の優先度を識別し，３つの優先度別に適合性
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図２．　取引相手の選定フロー
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値の計算方法を分類する．次に購入要求条件値の最小値Min(Bf)
と最大値Max(Bf)，移動エージェントが取得した売り手群の取引
条件値の最小値 Min(Sf)と最大値 Max(Sf)の大小関係によって,適
合性値の計算式は売り手と買い手の取引行動から６つのパター
ンに集約でき，取引条件値の適合性値を要求項目別に計算する．
そして要求項目別(数量，価格，配送時間など)に計算した各適
合性値の和が取引条件の適合性値となる．[2] 

４． 取引参加者の信用度の決定方法と取引相手の選定 

 各参加者が過去の取引経験から評価した取引相手の信用度評
価値から，参加者 N (N：参加者数)間同士の信用度テーブル[3]
を作成する．そして買い手参加者が要求する信用度要求条件に
基づいて取引相手を選定する． 

４．１ 信用度の設定 

 信用度は，対象参加者を直接評価する値と移動エージェント
が間接的に評価する値をもつ．直接信用度値と間接信用度値は，
ともにそれぞれ３つの評価値をもつ．評価値は次の７種類の値
で表す． 
 直接信用度値は，参加者が評価対象参加者との直接の取引経
験に基づいて評価するもので，以下の３つの値を用いる． 
・DP(Direct Positive)：評価対象参加者を直接信用する 
・DA(Direct Average) ：どちらとも言えない 
・DN(Direct Negative)：評価対象参加者を直接信用しない 
 間接信用度値は，以下の３つの値を用いる． 
・IP(Indirect Positive)：評価対象参加者を間接的に信用する 
・IA(Indirect Average) ：どちらとも言えない 
・IN(Indirect Negetive)：評価対象参加者を間接的に信用しない 
また，どの参加者も取引経験が全くない場合は次の値を用いる． 
・UN(Unknown)：取引経験がない 

４．２ 信用度値の決定方法 
 移動エージェントは参加者から登録された直接信用度値（DP，
DA，DN）を用いて信用度テーブルを作成する.この際,例として
参加者Ａが参加者ＢにDPの評価値を付け，参加者Ｂが参加者Ｃ
にDPの評価値を付けた場合，参加者Ａの参加者Ｃへの評価値は
IP とする．同様な方法で,信用度テーブル内の UN 値を，間接信
用度値（IP，IA，IN）に変換する． 

４．３ 信用度条件による取引相手の選定 

移動エージェントは，信用度条件を相互に満たす信用度評価
値をもつ取引参加者を取引相手として選定する．買い手参加者
が取引相手に要求する信用度要求条件は以下の4通りとする． 
・DP_ONLY：取引参加者自身がDPの値を付けた取引相手 
・POSITIVE：取引参加者自身が DP の値を付けた取引相手または
IPの評価値をもつ取引相手 
・NOT＿NEG：取引参加者自身が DN の値を付けた取引相手と IN
の評価値をもつ取引相手の両方を除く取引参加者 
・ALL：信用度要求条件を利用しないで,すべての取引相手と取
引を行う 
例として,信用度条件が DP_ONLY の場合，信用度テーブル上で買
い手参加者と売り手参加者がお互いにDPの信用度を付けている
ときに，その買い手と売り手が取引相手として選定される． 

５． 実行結果 

 取引参加者を11プレース（買い手1プレース，売り手10プレース）
とし，買い手の購入要求条件と売り手の取引条件をある値に設定し
て，LAN(10base-T)で取引を実行した．ステーショナリエージェントの G
UI である Web ページに表示された適合性値の計算結果の一部を図
３に示す．図３の例では,取引条件数は全部で 300件あり,適合性値の
大きい順に結果の一部を表示している.また要求項目別の各適合性
値は,一部の項目（品質,価格）を表示している. 

 

図３．ステーショナリエージェントのGUI：適合性値の計算結果の一部 

図 4 に移動エージェントが各参加者のプレースへ移動し，売
り手参加者のデータを取得し，適合性値を計算するまでの処理
時間を示す．各売り手参加者の取引条件の件数が増えるに従っ
て処理時間は増加した．信用度要求条件から DP と IP の信用度
をもつ取引参加者と取引を行う場合（信用度条件 POSITIVE）は，
DP と IP の信用度をもつ売り手プレース数を 3 としたため適合
性値の計算量が減った.このため信用度値を利用しない場合(信
用度条件 ALL)と比較して処理時間を減少させる効果が得られた． 

６． おわりに 

本研究では，モバイルエージェントプラットフォームを用いて，マッチ
メイキングと信用度による取引相手の選定システムを構築した．シス
テムの評価は，エージェントプログラムの処理時間によって行った．
今後の課題は，電子商取引における信用度決定方法，購入要求条
件項目，実用的なＧＵＩをさらに検討することが必要である． 
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図4．　移動エージェントの処理時間
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